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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

分析・評価の流れ

評価結果 / リスク分析

課題 / 取り組んだ背景 手法・ツールの適用による解決
現行システムは長期間使用されている
⇒時間経過により使用環境・周辺環境が変化し，
⇒システムへの要求が変化

現行システムへの機能追加の効果を向上させ
るためには，要求の変化により生じた現行シス
テムの要改善点を明確化する必要がある

・現行システムのアーキテクチャを分析
・全体から構成単位まで一貫した形で要求分析
・現行システムのアーキテクチャを評価

現行システムが抱えるリスク
＝ 改善すべきポイントを抽出

GQM+Strategiesを用いて要求を分析
⇒現行のシステムの全体/構成単位への要求を明確化
ATAMを用いて現行システムのアーキテクチャを評価
⇒現状システムのアーキテクチャが抱えるリスクを抽出

今後は得られたリスクを基に，現行システムへ追加する
機能の効果評価を実施，新たな価値創造に繋げる

まとめ・今後の展望

品質シナリオ毎にアーキテクチャを評価，リスクを抽出
得られたリスクを，範囲を広げシステム全体で評価
⇒システムとして許容されるリスクか判断

品質シナリオ固有ではなく，現行システムとしての
リスク = 要改善点を抽出

GQM+Strategies と ATAMを用いた
現行システムのアーキテクチャ評価
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現行システムの
アーキテクチャを分析

システム構成や動作フローを分析し
アーキテクチャの特徴を取得

GQM+Strategiesを用いて
全体・構成単位の要求を分析

ゴールの達成度を測定するための
質問を品質シナリオとして定義

ATAMを用いて現行システムの
アーキテクチャを評価

品質シナリオ毎にアーキテクチャを
複数の観点で評価


